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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年11月22日(2011.11.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、
　前記基材上に配置された剥離被膜を備える物品であって、
　前記剥離被膜が、シリコーン含有ポリマーの総重量の１５重量％を超え６５重量％未満
のシリコーンセグメントを含む熱可塑性シリコーン含有ポリマーと、
　水分散性である二次熱可塑性被膜形成性ポリマーとを備え、
　前記剥離被膜が、水及び任意成分の水混和性有機共溶媒を含むコーティング組成物でコ
ーティングされ、
　前記剥離被膜が、－１０℃（２６３Ｋ）の中間ブロックＴｇを有し、２０～４０ｇ／ｍ
２のコーティング重量でコーティングされた、粘着付与されたスチレン－イソプレン－ス
チレン感圧接着剤を含む参照締結試験テープから２．５ｃｍ当たり少なくとも０．９８Ｎ
（１００グラム）の初期１３５°剥離力を示す、物品。
【請求項２】
　前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーが、３０重量％～３５重量％のシリコーンセグメ
ントを含む、請求項１に記載の物品。
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【請求項３】
　前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーが、前記シリコーン含有ポリマーの総重量の２５
重量％～４５重量％のハードセグメントと１５重量％～４５重量％のソフトセグメントを
含む、請求項１に記載の物品。
【請求項４】
　前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーが、３０重量％～３５重量％のハードセグメント
と３０重量％～３５重量％のソフトセグメントを含む、請求項３に記載の物品。
【請求項５】
　前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーが、前記シリコーン含有ポリマーの総重量の１重
量％～５重量％の－ＣＯＯＨ基を含む、請求項１に記載の物品。
【請求項６】
　前記剥離被膜が、２．０ｇ／ｍ２以下のコーティング重量で裏材上に配置されており、
前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーが、シリコーンポリ尿素を含む、請求項１に記載の
物品。
【請求項７】
　前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーが、以下の繰返し単位：
【化１】

（式中、
　Ｚは、フェニレン、アルキレン、アラルキレン及びシクロアルキレンから選択される二
価基であり、
　Ｙは、１～１０個の炭素原子のアルキレン基であり、
　Ｒは、少なくとも５０％がメチルであり、全てのＲ基１００％の残部が、２～１２個の
炭素原子を有する一価アルキル基、２～１２個の炭素原子を有する置換アルキル基、ビニ
ル基、フェニル基、及び置換フェニル基から選択され、
　Ｄは、水素、１～１０個の炭素原子のアルキル基、及びフェニルから選択され、
　Ｂは、アルキレン、アラルキレン、シクロアルキレン、フェニレン、ポリエチレンオキ
シド、ポリプロピレンオキシド、ポリテトラメチレンオキシド、ポリエチレンアジペート
、ポリカプロラクトン、ポリブタジエン、これらの混合物、及びＡを含む環状構造を完結
して複素環を形成する基から選択され、側－ＣＯＯＨ基を含有してもよく、
　Ａは、－Ｏ－及び－Ｎ－
　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　Ｇ
　から成る群から選択され、
　ここで、Ｇは、水素、１～１０個の炭素原子のアルキル基、フェニル基、及びヘテロ環
を形成させるためにＢを含む環構造を完成させる基からなる群から選択され、
　「ｎ」は、１０以上の数であり、並びに
　「ｍ」は、０以外で２５までの数である）を含む、請求項６に記載の物品。
【請求項８】
　前記二次熱可塑性被膜形成性ポリマーが、スチレン－アクリルコポリマー、エチレン－
塩化ビニル－酢酸ビニルターポリマー、酢酸ビニル－エチレンコポリマー、カルボキシル
化酢酸ビニル－エチレンコポリマー、エチレンビニルアセテートコポリマー、エチレン－
塩化ビニルコポリマー、酢酸ビニルアクリルコポリマー、アクリルポリマー、ポリビニル
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アセテートホモポリマー及びこれらの混合物から成る群から選択され、
　前記任意成分の水混和性有機共溶媒が、１－メチル－２－ピロリジノン、プロピレング
リコール、ヘキシルカルビトール、ドワノール（Ｄｏｗａｎｏｌ）ＰｎＢ、イソプロパノ
ール、及びこれらの混合物から成る群から選択され、
　前記剥離被膜が、
　前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーと前記二次熱可塑性被膜形成性ポリマーとの総重
量の５重量～９９重量％の前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーと、
　前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーと前記二次熱可塑性被膜形成性ポリマーとの総重
量の１重量％～９５重量％の前記二次熱可塑性被膜形成性ポリマーとを含む、
請求項１に記載の物品。
【請求項９】
　前記剥離被膜が、
　１０重量％～２０重量％の前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーと
　８０重量％～９０重量％の前記二次熱可塑性被膜形成性ポリマーとを含む、請求項１に
記載の物品。
【請求項１０】
　前記剥離被膜が配置される表面とは反対側の表面の前記基材上に配置された感圧接着剤
を更に備え、前記感圧接着剤がスチレン系ブロックコポリマーゴムを含み、
　前記感圧接着剤が、－１５℃（２５８Ｋ）～－１１℃（２６２Ｋ）の中間ブロックＴｇ
を有し、１６～２５ｇ／ｍ２のコーティング重量でコーティングされた、粘着付与された
スチレン－イソプレン－スチレンブロックコポリマーを含み、更に前記物品が、２．５ｃ
ｍ当たり少なくとも０．４９Ｎ（５０グラム）の初期巻出し力を示し、
　請求項１の前記剥離被膜に適用してそこから取り外された後、前記参照締結試験テープ
が、ポリエチレンから２．５ｃｍ当たり少なくとも３．９２Ｎ（４００グラム）の再付着
１３５°剥離力を示し、
　前記剥離被膜が綿ダックカンバスで３０回摩耗された後、－１０℃（２６３Ｋ）の中間
ブロックＴｇを有し、２０～４０ｇ／ｍ２のコーティング重量でコーティングされた、粘
着付与されたスチレン－イソプレン－スチレン感圧接着剤を含む参照締結試験テープから
の初期１３５°剥離力が２００％以下の増加を示す、
請求項１に記載の物品。
【請求項１１】
　基材と、
　前記基材上に配置された剥離被膜とを備える物品であって、前記剥離被膜が、シリコー
ンセグメント、－ＣＯＯＨ基を含有するハードセグメント、及びソフトセグメントを含む
熱可塑性シリコーン含有ポリマーと、
　ここで、前記シリコーンセグメントは、前記シリコーン含有ポリマーの総重量の２０重
量％～５０重量％の量で存在し、
　前記ハードセグメントは、前記シリコーン含有ポリマーの総重量の２５重量％～４５重
量％の量で存在し、
　前記ソフトセグメントは、前記シリコーン含有ポリマーの総重量の１５重量％～４５重
量％の量で存在し、及び
　前記－ＣＯＯＨ基は、前記シリコーン含有ポリマーの総重量の１重量％～５重量％の量
で存在し、並びに
　水分散性である二次熱可塑性被膜形成性ポリマーとを含み、
　前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーが、前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーと前記
二次熱可塑性被膜形成性ポリマーとの総重量の５重量％～９９重量％の量で存在し、及び
前記二次熱可塑性被膜形成性ポリマーが、前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーと前記二
次熱可塑性被膜形成性ポリマーとの総重量の１重量％～９５重量％の量で存在し、
　前記剥離被膜が、水及び任意成分の水混和性有機共溶媒を含むコーティング組成物でコ
ーティングされ、
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　前記剥離被膜が、－１０℃（２６３Ｋ）の中間ブロックＴｇを有し、２０～４０ｇ／ｍ
２のコーティング重量でコーティングされた、粘着付与されたスチレン－イソプレン－ス
チレン感圧接着剤を含む参照締結試験テープから２．５ｃｍ当たり少なくとも０．９８Ｎ
（１００グラム）の初期１３５°剥離力を示す、物品。
【請求項１２】
　前記基材が、コロナ処理、火炎処理、又は化学処理された基材であり、
　前記基材が、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、ポリイミド、及びこれら
の組み合わせから成る群から選択されるポリマーを含み、
　前記二次熱可塑性被膜形成性ポリマーが、スチレン－アクリルコポリマー、エチレン－
塩化ビニル－酢酸ビニルターポリマー、酢酸ビニル－エチレンコポリマー、カルボキシル
化酢酸ビニル－エチレンコポリマー、エチレンビニルアセテートコポリマー、エチレン－
塩化ビニルコポリマー、酢酸ビニルアクリルコポリマー、アクリルポリマー、ポリビニル
アセテートホモポリマー、及びこれらの混合物から成る群から選択され、
　前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーが、以下の繰返し単位：

【化２】

　（式中、
　Ｚは、フェニレン、アルキレン、アラルキレン、及びシクロアルキレンから選択される
二価基であり、
　Ｙは、１～１０個の炭素原子のアルキレン基であり、
　Ｒは、少なくとも５０％がメチルであり、全てのＲ基１００％の残部が、２～１２個の
炭素原子を有する一価アルキル基、２～１２個の炭素原子を有する置換アルキル基、ビニ
ル基、フェニル基、及び置換フェニル基から選択され、
　Ｄは、水素、１～１０個の炭素原子のアルキル基、及びフェニルから選択され、
　Ｂは、アルキレン、アラルキレン、シクロアルキレン、フェニレン、ポリエチレンオキ
シド、ポリプロピレンオキシド、ポリテトラメチレンオキシド、ポリエチレンアジペート
、ポリカプロラクトン、ポリブタジエン、これらの混合物、及びＡを含む環状構造を完結
して複素環を形成する基から選択され、側－ＣＯＯＨ基を含有してもよく、
　Ａは、－Ｏ－及び－Ｎ－
　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　Ｇ
　から成る群から選択され、
　ここで、Ｇは、水素、１～１０個の炭素原子のアルキル基、フェニル基、及びヘテロ環
を形成させるためのＢを含む環構造を完成させる基からなる群から選択され、
　「ｎ」は、１０以上の数であり、並びに
　「ｍ」は、０以外で２５までの数である）を含み、
　前記剥離被膜が配置される表面とは反対側の表面の前記基材上に配置された感圧接着剤
を更に備え、
　前記感圧接着剤が、－１５℃（２５８Ｋ）～－１１℃（２６２Ｋ）の中間ブロックＴｇ
を有し、１６～２５ｇ／ｍ２のコーティング重量でコーティングされた、粘着付与された
スチレン－イソプレン－スチレンブロックコポリマーを含み、更に前記物品が、２．５ｃ
ｍ当たり少なくとも０．４９Ｎ（５０グラム）の初期巻出し力を示す、
請求項１１に記載の物品。
【請求項１３】
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　第１主表面及び第２主表面を備えるポリプロピレン裏材と、
　前記裏材の前記第１主表面に配置された感圧接着剤と、
　前記裏材の前記第２主表面に配置された低粘着性バックサイズ被膜と、
　ここで、前記低粘着性バックサイズ被膜は、シリコーンセグメント、－ＣＯＯＨ基を含
むハードセグメント、及びソフトセグメントを含む熱可塑性シリコーン含有ポリマーを備
え、
　前記シリコーンセグメントは、前記シリコーン含有ポリマーの総重量の２０重量％～５
０重量％の量で存在し、
　前記ハードセグメントは、前記シリコーン含有ポリマーの総重量の２５重量％～４５重
量％の量で存在し、
　前記ソフトセグメントは、前記シリコーン含有ポリマーの総重量の１５重量％～４５重
量％の量で存在し、及び
　前記－ＣＯＯＨ基は、前記シリコーン含有ポリマーの総重量の１重量％～５重量％の量
で存在し、並びに
　水分散性である二次熱可塑性被膜形成性ポリマーとを含むおむつテープを備えるおむつ
であって、
　前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーが、前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーと前記
二次熱可塑性被膜形成性ポリマーの総重量の５重量％～９９重量％の量で存在し、及び前
記二次熱可塑性被膜形成性ポリマーが、前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーと前記二次
熱可塑性被膜形成ポリマーの総重量の１重量％～９５重量％の量で存在し、
　前記低粘着性バックサイズが、水及び任意成分の水混和性有機共溶媒を含むコーティン
グ組成物でコーティングされ、
　前記低粘着性バックサイズ被膜が、－１０℃（２６３Ｋ）の中間ブロックＴｇを有し、
２０～４０ｇ／ｍ２のコーティング重量でコーティングされた、粘着付与されたスチレン
－イソプレン－スチレン感圧接着剤を含む参照締結試験テープから２．５ｃｍ当たり少な
くとも０．９８Ｎ（１００グラム）の初期１３５°剥離力を示す、おむつ。
【請求項１４】
　基材を提供する工程と
　熱可塑性シリコーン含有ポリマーと二次熱可塑性被膜形成性ポリマーのブレンドを含む
水性分散液を前記基材の表面に塗布する工程と、
　ここで、前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーは、前記シリコーン含有ポリマーの総重
量の１５重量％を超え６５重量％未満のシリコーンセグメントを含み、
　前記二次熱可塑性被膜形成性ポリマーは、水分散性であり、及び
　前記水性分散液は、水混和性有機共溶媒を含み、並びに、
　前記水性分散液を乾燥し前記基材に配置された剥離被膜を形成する工程とを含む物品を
作製する方法であって、
　前記剥離被膜が、－１０℃（２６３Ｋ）の中間ブロックＴｇを有し、２０～４０ｇ／ｍ
２のコーティング重量でコーティングされた、粘着付与されたスチレン－イソプレン－ス
チレン感圧接着剤を含む参照締結試験テープから２．５ｃｍ当たり少なくとも０．９８Ｎ
（１００グラム）の初期１３５°剥離力を示す、方法。
【請求項１５】
　第１主表面及び第２主表面を有する裏材を提供する工程と、
　感圧接着剤を前記裏材の第１主表面に塗布する工程と、
　熱可塑性シリコーン含有ポリマーと二次熱可塑性被膜形成性ポリマーのブレンドを含む
水性分散液を前記裏材の前記第２主表面に塗布する工程と、
　ここで、前記熱可塑性シリコーン含有ポリマーは、前記シリコーン含有ポリマーの総重
量の１５重量％を超え６５重量％未満のシリコーンセグメントを含み、
　前記二次熱可塑性被膜形成性ポリマーは、水分散性であり、及び
　前記水性分散液は、水混和性有機共溶媒を含み、並びに
　前記水性分散液を乾燥し前記裏材に配置される低粘着性バックサイズ被膜を形成する工
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程とを含む物品を作製する方法であって、
　前記低粘着性バックサイズ被膜が、－１０℃（２６３Ｋ）の中間ブロックＴｇを有し、
２０～４０ｇ／ｍ２のコーティング重量でコーティングされた、粘着付与されたスチレン
－イソプレン－スチレン感圧接着剤を含む参照締結試験テープから２．５ｃｍ当たり少な
くとも０．９８Ｎ（１００グラム）の初期１３５°剥離力を示す、方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　（式中、
　Ｚは、フェニレン、アルキレン、アラルキレン及びシクロアルキレンから選択される二
価基であり、
　Ｙは、１～１０個の炭素原子のアルキレン基であり、
　Ｒは、少なくとも５０％がメチルであり、全てのＲ基１００％の残部が、２～１２個の
炭素原子を有する一価アルキル基、２～１２個の炭素原子を有する置換アルキル基、ビニ
ル基、フェニル基、及び置換フェニル基から選択され、
　Ｄは、水素、１～１０個の炭素原子のアルキル基、及びフェニルから選択され、
　Ｂは、アルキレン、アラルキレン、シクロアルキレン、フェニレン、ポリエチレンオキ
シド、ポリプロピレンオキシド、ポリテトラメチレンオキシド、ポリエチレンアジペート
、ポリカプロラクトン、ポリブタジエン、これらの混合物、及びＡを含む環状構造を完結
して複素環を形成する基から選択され、水分散性形態の場合、Ｂは、ブロックコポリマー
を水分散性にするため十分な数の鎖内又は側カルボン酸基（又はカルボキシレートイオン
）を含有する、
　Ａは、－Ｏ－及び－Ｎ－
　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　Ｇ
　から成る群から選択され、
　ここで、Ｇは、水素、１～１０個の炭素原子のアルキル基、フェニル基、及びヘテロ環
を形成させるためのＢを含む環構造を完成させる基からなる群から選択され、
　「ｎ」は、１０以上の数であり、並びに
　「ｍ」は、０以外で２５までの数である）を含むオルガノポリシロキサン－ポリ尿素ブ
ロックコポリマーである。
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